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　１２８年の歴史を持つ現役の米穀保管倉庫であり、酒田
を代表する観光スポットとして知られる山居倉庫が、国の
史跡に指定されました。
　明治２６年（１８９３）に株式会社酒田米穀取引所の付属
倉庫として建設された山居倉庫は、入庫米に対して｢米券｣
を発行した「米券倉庫」でした。戦前までの日本では、この
米券を売買して米取引を行っていました。
　米券制度が始まったのは藩政時代のこと。米の品質管理
や検査を徹底した庄内藩の米札（米券）は高い信用を得て、
米どころ庄内の名を全国に広めました。その技術と精神を
受け継いだ山居倉庫の米券は、日本で最も有名な米券にな
り、日本銀行の指定倉庫になるまでに信用を高めました。
　戦中戦後の食糧管理制度や農地改革により、山居倉庫は
農業倉庫に変わりましたが、現在も設立当初の姿をとどめ、
近現代の日本の米穀流通を知るうえで重要な倉庫と位置付
けられています。
　本企画展では、山居倉庫設立に至る歴史的背景を交えな
がら、米券倉庫時代の山居倉庫や当時の米穀取引に関する
貴重な資料を紹介します。


